


( 1) g≡1. y =-2x+2 .

んめ L②

め②を連立して Yを 消去すると

郎+xt3
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式非 .β :政味感ぎ｡直線② の傾きが …2だから

PQ= β-α)(V=
｢

Y=~2xt2
Dにβ

(2) 1 つのさいころの 目を 3で割った

余 りは O .または 1 または 2であり
これらは同様に確からしい

割り切れるのは､それそれのさいころたさい
見3

品見体な↑露い

%｡ 甘懲器
ー

おくと

(r, r)= ( ①. 0). ( 1 . 2)( 2. 1 ) .

のときのみしたが?
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OOAQ と直線CF1 でメネラクスの定理を用いて

← 婚の一 = 1

亡一一= 1-回
OOQBC直線AEでメネラウスの定理を用 いて

､

燕増｡
D ×② より

# 人 ×一= 1

AF ×QE =4FQE

AE=E=FB8り QE
= 4 FQ

よって
OE =AB×す:AB
FIQ =AB [355=なABのより “ な

であり
AF = FQ=③AB : 成AB

= (O : 1 : =5



別解( 1 )

0 (3. 0 ) A (00) B ( 0 . 3 ) して xy座標平面上で考えても
Y メ 一般性 を失わない

( 0 .3) B

( 0 ,2) F
0
: R

0

D ( 1 . 2)

(O _
) た｡
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3 つx
A 0o ) ( 3. 02

CG : Y = -x+2

DE : Y =とな

よって P (五 .
学)

よって OP = OQ は 7座標の差を考えて

⑥OF=
5



(別解2) OA =. 0=5 とおく

点 Cは OA をに 2 に 内分 するので= 歌
点口は OB を21に内分するので､

点E ､
点F はAB を 1 : 2

,
2 : 1にそれぞれ内分部するので

0E=+ 5, 0=号
点 P は C氏上 にあるから O= U -s)OE+S 岸とおけて｡

Ses(+s(35
)

ー

点 F は AE 上 にあるから =Ct>#toEとおけて
→

op =(
(-t ) 5 et(β+;5)

= t+北
5ー②

acBb は 1次独立 なので ① .② よう

{ 今
=社 った車 ､凄

したが感“: す+ 8 b:
また Q は OP上にあるから 0= KoP とおけて

0FG 'tb.
Q は AB上にあるから ｢ +=1 : K=

.

したがって OQ = 50p

よって⑥= 可



(4) l 0gz (4E2)+ [ og王 ( x+1) < 1
)-= Kとおとと

=っレー C
真数条件より

これは 包き 切ちが《 の直線
420 .2 [t170.

: . {水gと 4 一
①

を表す ｡ この直線が図の

?( 2 - 1
. 領域を共有点をもつ条件を

このとき [0g2 (4g)< log2 & (2
氏)｡

調べる
｡

底がょりき大 いので は

4-つたY( 2 (x+ 1 ) (t . δ3)

1427xty272｢

して(+ ) う3.-②
ー斷

の② の不等式を満たす( ) は

xY 平聞上 で､ 図 の斜約部 にある｡

た( だ 境県除く )
Kの上

は Y切の下限をべればよい
2

ので 点 (2-≡)を通るときを考えて

i
K = 7(- Y =2- (E)

ーに2 =2Ʃ
で~x Kの 薫(1.B)を通るときを考えて
2

K=(-g= G 1 )-B

ニーに｢3
したがって

tBCkC 22
→



gon( l)_ ,
ho､>= とおく

lim 8 PD = - TL か, lim hix)=0 より
2tt0 xIt0

飛1
t08

p )× hix) = -TπO =θ

つまり lim
1 +0
fx>= 0が必要である

limx
->itofix ) = cosb = 0

ー④

ここで π々
もとおく｡ OGHOのときゃ+O

gu)=風
cos (ar π+ b)

= Ecoslattb)
=

式coscbeat
)- cos上

,a

ここで F (x) = Cosx とおくとき

limt→+o式
Fcbta+) - Fih)

= Filb ) = - sinb.

したがって

limxeto8 o) = - asinb = - π .

①から sinb= 1or-1であり A> u8
A=π .

sinb= .

OCbca 8) (a .b) =(π
盛,





講評

)は 平易｡
2

点間のキョリを 求 めるのではなく､ ｢傾きが既知の直線の2点｣だから､
O(座標の差

を求めて
､
比で計算すること ｡

(2) は平易 さいころ 2つは区別 して 考える
｡
6個の目で考えてもよいが 3で割った余の 3通りに注目すると速 い

｡

(3) はやや易考える方法によって計算量が変わる｡ベクトルで設定してもよいが､座標や､ メネラウスの定理
が使えると楽

になる
｡

(4) は標準｡ 真数条や底の変換など､ 対数の計算は丁寧 に｡最後は領域と最大最､

問題にたどり着く｡ 大事なテースだがミスが生じやすく､
差がつくだろう

｡

2
.

( 1 ) はやや難極限値が存在する条件からGbを求める問題
a

. b に 範囲が与えられていないのだが､最初から

b=π と決めつけてしまう受験生も多かったのではないか ｡bを求めるなら後半はb+2
k π , b=π(2)π の2通り

に場合分けをしなければなるなT い
｡

(2)は標準複雑に見えるが､ 少しずつ置換していくと部分積分にたどりつけるだろう｡

I は最終解答のみなので､
1

つのミスが命とりになりそう
｡

2 も全体的 には標準レベルなのでに解 き切って欲しい｡
英語と合わせて 60分であることを 考えれば ､合格ラインは 60 r65%程度だろう


